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今
回
は
、
川
越
市
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を
で
き
る

だ
け
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
年
収
五
百
万
円
の
家

庭
に
例
え
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
歳
入

　

市
税
は
、
税
率
改
定
に
よ
り
都
市
計
画
税
が
増
加
し

た
も
の
の
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
個
人
市
民
税
・
法
人

市
民
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
比
で

0
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

諸
収
入
は
、
川
越
市
土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
貸
付

金
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
17
・
8
パ

ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
職
員
退
職
手
当
基
金
な
ど
の
基
金
繰
入

金
や
、
他
会
計
繰
入
金
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

34
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
債
は
、資
源
化
セ
ン
タ
ー
建
設
が
終
了
し
た
た
め
、

前
年
度
比
で
55
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
建
設
交
付
金
な

ど
が
減
少
す
る
も
の
の
、
子
ど
も
手
当
の
負
担
金
や
生

活
保
護
費
等
負
担
金
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
前
年
度
比
で
13
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、
児
童
手
当
の
負
担
金
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
子
ど
も
手
当
の
負
担
金
や
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
負
担
金
・
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例

交
付
金
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
比

で
32
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
都
市
計
画
税
の
税
率
改
定
・
市
立

高
校
の
授
業
料
改
定
・
下
水
道
の
使
用
料
改
定
を
行
い
、

市
税
な
ど
の
自
主
財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。
行
政
内
部
で
は
、
職
員
駐
車
場
の
有
料
化
を
行
い

ま
し
た
。

予予  

算算
予 

算
　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根

幹
で
あ
る
市
税
が
景
気
の
低
迷
な
ど

に
よ
り
減
収
し
、
歳
出
の
う
ち
義
務

的
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
大
幅
に
増

加
す
る
な
ど
、
前
年
度
に
も
増
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
積
極
的
な

確
保
は
も
と
よ
り
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
削
減
や
、
効
果
・
必
要
性
の
視
点

か
ら
の
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
が
も
た
ら
す
効
果

は
小
さ
く
て
も
、
そ
の
積
み
重
ね
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
や
活
力
を
生
み

出
す
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
、

予
算
編
成
方
針
に
お
い
て
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
た
「
安
全
で
安
心
な
生
活
の
実

現
」、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」、「
地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
予
算
の
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
完
成
前
の
施
設
な
ど
に
付
く（
仮
称
）は
省
略
し
て
い
ま
す
。

＊「
平
成
二
十
二
年
度
の
川
越
市
予
算
説
明
書
」
は
財
政
課（
本
庁
舎
四
階
）・

情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
一
階
）・
図
書
館
・
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

川越市長　川合善明

平成22年度

の概要

財
政
課
L
2
2
4
‐
5
6
1
8

平成22年度の当初予算規模
一般会計 941億6,000万円（前年度比8.0％減）
特別会計 723億6,518万円（　 同 　5.8％増）
総額 1,665億2,518万円（　 同 　2.4％減）
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収入
年500万円
（100％）

依
存

財

源

自

主

財源

 給与（市税）
 2,825,000円
（56.5％）

 給与（市税）
 2,825,000円
（56.5％）

パート収入（諸収入など）
400,000円（8.0％）

貯金をおろす（繰入金）
115,000円（2.3％）

前年の繰り越し（繰越金）
95,000円（1.9％）

仕送り①（国庫支出金）
680,000円（13.6％）
仕送り①（国庫支出金）
680,000円（13.6％）

 借金（市債）
 325,000円
（6.5％）

仕送り②（県支出金）
270,000円（5.4％）

 仕送り③（その他）
 290,000円（5.8％）

3 広報川越№1220・2010.4.10

収入（歳入） 歳入の項目名
H22当初予算額
（千円）

H21当初予算額
（千円）

増減額
（千円）

給与（市税） 市税 53,175,914 53,578,616 △402,702

パート収入
（諸収入など）

諸収入 4,252,063 5,172,368 △920,305
使用料および手数料 1,711,698 1,744,710 △33,012
分担金および負担金 924,189 903,161 21,028
財産収入 679,067 793,706 △114,639
寄付金 1,730 1,730 0

貯金をおろす（繰入金）繰入金 2,177,774 3,336,185 △1,158,411
前年の繰り越し（繰越金）繰越金 1,800,000 2,300,000 △500,000
仕送り①（国庫支出金）国庫支出金 12,826,534 11,342,052 1,484,482
借金（市債） 市債 6,148,700 13,838,400 △7,689,700
仕送り②（県支出金） 県支出金 5,039,176 3,793,880 1,245,296

仕送り③（その他）

地方消費税交付金 3,011,339 2,885,595 125,744
地方譲与税 826,233 912,000 △85,767
地方特例交付金 698,268 667,776 30,492
地方交付税 310,000 115,000 195,000
自動車取得税交付金 295,203 456,300 △161,097
利子割交付金 123,401 250,091 △126,690
ゴルフ場利用税交付金 75,000 75,000 0
交通安全対策特別交付金 60,000 60,000 0
配当割交付金 19,158 74,738 △55,580
株式等譲渡所得割交付金 4,553 18,692 △14,139
計 94,160,000 102,320,000 △8,160,000

一般会計
当初予算の歳入を
年収500万円の
家庭の収入に
例えてみました

依　

存　

財　

源

自 
主 
財 
源

歳入の構成
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 広報川越№1220・2010.4.10 4

支出（歳出） 性質別の項目名
H22当初予算額
（千円）

H21当初予算額
（千円）

増減額
（千円）

食費（人件費） 人件費 22,391,556 23,471,182 △1,079,626
医療費（扶助費） 扶助費 21,508,410 16,561,321 4,947,089
借金返済（公債費） 公債費 9,073,072 9,019,448 53,624
家の増改築
（普通建設事業費など）

普通建設事業費 7,746,342 19,499,814 △11,753,472
災害復旧事業費 2,000 2,000 0

公共料金など（物件費） 物件費 13,554,940 13,540,824 14,116
子に仕送り（繰出金） 繰出金 11,006,967 9,056,251 1,950,716
自治会費など（補助費等） 補助費等 6,004,351 8,247,336 △2,242,985

その他（その他）

貸付金 2,017,922 2,014,698 3,224
維持補修費 637,583 699,635 △62,052
積立金 96,857 87,491 9,366
投資および出資金 0 0 0
予備費 120,000 120,000 0

計 94,160,000 102,320,000 △8,160,000

歳出の性質別構成

■
歳
出

●
性
質
別
歳
出

　

義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
比
8
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。
人
件
費
は
、
職
員
給
与
・

退
職
手
当
の
減
少
の
た
め
4
・
6
パ

ー
セ
ン
ト
減
少
。
扶
助
費
は
子
ど

も
手
当
・
生
活
保
護
な
ど
の
増

加
で
29
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
、
公
債
費
は
0
・
6
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
資
源

化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

完
了
し
た
た
め
、
前
年

度
比
60
・
3
パ
ー
セ
ン

ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、

前
年
度
比
1
・
0
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
し
ま
し

た
。
繰
出
金
は
21
・
5

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
、
補

助
費
等
が
27
・
2
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
全
体
で
は
、
新

河
岸
・
本
川
越
な
ど
の
駅

周
辺
整
備
、
民
間
保
育
所

建
設
費
補
助
、
こ
ど
も
医
療

費
支
給
拡
大
な
ど
に
重
点
的

に
配
分
す
る
一
方
、
補
助
金
は

10
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
ま
し
た
。

行
政
内
部
で
は
、
管
理
職
手
当
10
パ

ー
セ
ン
ト
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

支出
年500万円
（100％）
投
資的
経
費

の

の

費

務

経
費

そ
他

経

義

的

食費（人件費）
1,190,000円（23.8％）
食費（人件費）
1,190,000円（23.8％）

 医療費（扶助費）
 1,140,000円
（22.8％）

 医療費（扶助費）
 1,140,000円
（22.8％）

借金返済（公債費）
480,000円（9.6％）

 家の増改築
（普通建設事業費など）
 410,000円（8.2％）

公共料金など（物件費）
720,000円（14.4％）
公共料金など（物件費）
720,000円（14.4％）

子に仕送り（繰出金）
585,000円（11.7％）
子に仕送り（繰出金）
585,000円（11.7％）

自治会費など（補助費等）
320,000円（6.4％）
自治会費など（補助費等）
320,000円（6.4％）

その他（その他）
155,000円（3.1％）

一般会計
当初予算の歳出を
年収500万円の
家庭の支出に
例えてみました

そ　

の　

他

義
務
投
資
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5 広報川越№1220・2010.4.10

歳出の目的別構成
●主な目的別歳出の解説
総 務費＝退職手当、地域ふれあい拠点施設整

備費、庁舎管理費などの減少により、前年

度比4億9,837万4,000円減

民 生費＝子ども手当、生活保護費、介護給付・

訓練等給付費、民間保育所補助費などの増

加により、前年度比58億9,679万円増

衛 生費＝資源化センター建設完了により、前

年度比127億8,200万9,000円減

商 工費＝競輪事業撤退経費、産業観光館活

用推進費などの減少により、前年度比2億

295万3,000円減

土 木費＝新河岸駅周辺地区整備費、本川越駅

周辺地区整備費などの増加により、前年度

比13億777万5,000円増

教 育費＝名細市民センターの建設完了など

による減少と、機構改革に伴う文化スポーツに係る予算の総務費への移行により、前年度比14億5,398

万9,000円減

公債費＝地方債の元金・利子償還金の増加により、前年度比5,362万1,000円増

諸 支出金＝普通財産購入費、土地開発公社への利子補給の減少により、前年度比3億9,222万3,000円減

目的別歳出 当初予算額（千円） 前年度比（％） 構成割合（％）
議会費 677,834 △1.3 0.7
総務費 10,795,248 △4.4 11.5
民生費 35,940,938 19.6 38.2
衛生費 10,554,716 △54.8 11.2
労働費 315,038 △0.9 0.3
農林水産業費 542,333 △5.6 0.6
商工費 2,399,398 △7.8 2.6
土木費 9,049,362 16.9 9.6
消防費 4,202,778 △1.1 4.5
教育費 10,184,868 △12.5 10.8
災害復旧費 2,000 0.0 0.0
公債費 9,073,135 0.6 9.6
諸支出金 302,352 △56.5 0.3
予備費 120,000 0.0 0.1
計 94,160,000 △8.0 100.0

平成22年度 （千円）
A

平成21年度 （千円）
B

増減額 （千円）
(A－ B)

前年度比 (%)
（A－ B) ／B

一般会計　　　イ 94,160,000 102,320,000 △8,160,000 △8.0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 35,052,000 33,274,600 1,777,400 5.3
老人保健医療 101,169 29,533 71,636 242.6
後期高齢者医療 2,695,200 2,507,600 187,600 7.5
診療 289,000 282,200 6,800 2.4
介護保険 14,537,000 13,336,000 1,201,000 9.0
母子寡婦福祉資金貸付 69,000 70,000 △1,000 △1.4
公共地下駐車場 134,000 163,700 △29,700 △18.1
農業集落排水 652,900 569,200 83,700 14.7

企業会計
水道 9,789,764 9,105,506 684,258 7.5
公共下水道 9,045,147 9,039,860 5,287 0.1

計　　　  ロ 72,365,180 68,378,199 3,986,981 5.8
総計（イ＋ロ） 166,525,180 170,698,199 △4,173,019 △2.4

会計別当初予算
●一般会計＝市の基本的な経費をやりくりする会計で、市の財政の根幹となるものです。
●特別会計＝ 特定の事業を行う際、そこから発生する収入を支出に充てて、独立してやりくりする会計で

す。川越市は10の特別会計を持っています。
●企業会計＝特別会計のうち、特に独立採算制の強い事業を行う場合に設置する会計です。
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●観光案内　　　　　　　　　　　　23,492千円
　富士見川越バイパス自転車通行路整備に合わせ、

サイクリングロードから観光スポットへの案内板な

どを設置します。

土木費
●本川越駅周辺地区整備　　　　　 431,797千円
　本川越駅西口の開設、駅前広場・連絡道路の整備

を推進します。

●中央通り地区整備　　　　　　　 334,423千円
　中央通り沿道街区土地区画整理事業を推進し、中

央通り線の拡幅と、沿道のまちづくりを進めます。

●なぐわし公園整備　　　　　　　 181,771千円
　なぐわし公園第1期事業を実施するＰＦＩ事業者

を選定し、同公園の設計を実施します。

●川越駅西口駅前広場改修　　　　　12,000千円
　同駅前広場の改修に向けた測量・調査と、既存構

造物の一部を撤去します。

●新河岸駅周辺地区整備　　　　　 597,546千円
　同駅前広場や骨格

道路の整備を進める

と共に、地区の課題

などの解消に取り組

みます。

●幹線道路（市道）整備　　　　　　 325,700千円
　主要集落や公共施設などへの連絡機能を強化する

ため、幹線市道を整備します。

●生活道路（市道）改良　　　　　　 396,900千円
　安心で安全な生活環境の形成・維持を図るため、

日常生活に密着した生活道路を整備します。

●広域幹線道路（市道）整備　　　　 107,600千円
　広域かつ大規模な幹線道路について、道路管理者

などと連携して整備を推進します。

●本川越駅前通線　　　　　　　　　16,000千円
　中心市街地の幹線街路として、人と車の円滑な交

通を確保するための整備をします。

●橋りょう維持補修　　　　　　　　80,000千円
　維持補修・橋りょうの点検を実施し、安全性の向

上や交通の確保を図ります。

消防費
●災害時要援護者の避難支援　　　　  2,895千円
　基本的な考え方や進め方などを定め、避難支援体

制の整備・充実を図ります。

教育費
●小中学校耐震化推進　　　　　　　71,866千円
　耐震性能の不足している既存小中学校施設の耐震

補強工事設計業務委託などを実施します。

●特別支援教育支援員の配置　　　 116,238千円
　障害のある児童・生徒を適切に支援するため、特

別支援学級などに支援員を配置します。

●教育センター開設　　　　　　　　36,699千円
　教育センターを旧古谷東小学校に開設し、機能お

よび施設設備の充実を図ります。

使います　一般会計の主な事業と予算額

　都市計画税とは、「都市計画事業や土地区画整理事業が実施されると、土地や家屋の
利用価値が向上し、その所有者の利益が増大すると認められる」という受益関係に着目
し、土地・家屋の所有者に課税される市町村税です。この税金は目的税であるため、都
市計画道路・公園・下水道などの都市計画事業、区画整理事業や、これらの事業を行
うために借りた借金の返済に限定して使われます。今年度の予算額は、33億4,264万
7,000円で、税率改定によ
り前年度比6億7,097万7
千円増加しています。

事業名
全体の事業費
（千円）

うち一般財源
（千円）

充当都市計画税
（千円）

構成比
（％）

資源化センターほか 1,009,731 1,009,731 1,006,528 30.1
公園 651,454 547,954 544,851 16.3
下水道 746,578 746,578 745,410 22.3
街路 2,147,311 729,431 728,697 21.8
土地区画整理事業 1,415,779 288,763 287,468 8.6
都市下水路 29,779 29,779 29,693 0.9
計 6,000,632 3,352,236 3,342,647 100.0

都市計画税の使いみち

＊事業費には地方債償還金
（事業実施のために借り入れ
た市債の支払いに使うお金）
を含みます。
＊事業費と一般財源の差額
は、国・県支出金などです。
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総務費
●総合計画後期基本計画策定業務　　12,607千円
　平成23年度以降5年間、まちづくりを進める指

針となる後期基本計画を策定します。

●防犯のまちづくり推進　　　　　　10,136千円
　「防犯のまちづくり」を推進するため、行政・警察・

事業所などが協働して、全市的な取り組みをします。

●通学路の安全安心対策　　　　　　10,000千円
　小・中学校などの通学路の整備を計画的に実施し、

通学時の児童・生徒の安全を確保します。

●大東市民センター整備　　　　　　  7,123千円
　大東市民センターの整備を推進するため、基本設

計などを行います。

●文化事業の推進　　　　　　　　　  2,317千円
　「川越市文化芸術振興計画」を策定し、同計画に

関連したＰＲイベントを開催します。

●小江戸川越マラソン大会　　　　　10,000千円
　商工会議所と市が中心

になり、観光にも結びつ

くイベントとして、マラ

ソン大会（ハーフマラソ

ン）を実施します。

●都市交通政策推進　　　　　　　　19,611千円
　一番街周辺の交通のあり方についての検討や、川

越駅にバス案内板の設置などを行います。

●鉄道等整備改善対策　　　　　　　92,426千円
　川越市駅にエレベーター・スロープ・多機能トイ

レを、南古谷駅・笠幡駅に多機能トイレを設置する

費用を3分の1負担します。

民生費
●民間福祉施設補助（障害者施設）　　46,895千円
　障害者施設を整備する社会福祉法人に、補助しま

す。

●民間福祉施設補助（高齢者施設）　 230,750千円
　高齢者施設を整備する社会福祉法人に、補助しま

す。

●父子家庭貸付事業　　　　　　　　  3,035千円
　父子家庭の経済的自立と扶養している児童の福祉

を増進するため、各種資金の貸し付けをします。

●子ども手当　　　　　　　　 　5,630,950千円
　中学校修了前までの子１人につき、月額13,000

円を支給します。

●保育所建設費補助　　　　　　　 562,698千円
　定員を増やす

ため、5つの民

間保育所が行う

施設新築・改築

に補助します。

●こども医療費支給　　　　　　　 625,919千円
　通院について、支給対象を小学3年生（9歳に達す

る日以後の最初の3月31日）まで拡大します。

衛生費
●斎場整備推進　　　　　　　　　　  9,006千円
　新斎場建設基本構想を策定し、早期に新斎場の建

設を推進します。

●予防接種の推進　　　　　　　　 407,118千円
　感染症を予防し、感染拡大を防ぐため、乳幼児・

児童・高齢者などに各種予防接種を実施します。

●妊婦健康診査　　　　　　　　　 263,475千円
　妊婦の健康の保持・増進を図ることを目的に、妊

婦健康診査を実施します。

●環境プラザ「つばさ館」　　　　　　11,163千円
　環境に関する展示、3Ｒ（リデュース・リユース・

リサイクル）の普及啓発、古着・家具・自転車を再

生修理して実費頒布などを行います。

労働費
●就労支援事業　　　　　　　　　　  7,229千円
　就労相談・中高年齢勤労者の就労支援・技能取得

講座などを開催します。中小企業の倒産を防止する

ため、新たに共済掛金を助成します。

農林水産業費
●主穀作振興　　　　　　　　　　　17,550千円
　米の生産目標の確実な実施と質の高い「米づくり」

を目指すと共に、麦などの作付け振興を図ります。

●土地改良事業　　　　　　　　　　69,989千円
　安定的で多様な農業振興を進めるため、農業生産

基盤を整備します。

商工費
●商店街振興対策補助　　　　　　　18,957千円
　活性化や、にぎわいの創出を図るため、商店街な

どの共同施設や共同事業に補助金を交付します。

●中小企業関係融資　　　　　 　1,784,155千円
　市内の中小企業者などに、必要な資金の融資・あ

っ旋などを行います。

今年は、こんな事業に

福原元旦マラソンの様子福原元旦マラソンの様子
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9 広報川越№1220・2010.4.10

　協働推進事業制度は、市民の皆さんと市が、それぞれ提案する

協働事業を適切に役割分担をして実施することで、「協働」を積

極的に推進する制度です。今年度も、市民活動団体等からの提案

と、市からの提案に基づく協働事業を実施する市民活動団体等を

募集します。

　応募できるのは、市内に事務所または活動場所があり公益的な

活動を行う、5人以上で構成された市民活動団体等（宗教活動・

政治活動・選挙活動を目的としない）です。

募集期間…5月10日㈪まで

応 募方法…市民活動支援課（本庁舎3階）で配布している応募要項

の申請書・提案書に必要事項を明記し、必要書類を添付して同

課

＊市民活動団体等とは、自治会、老人クラブ、ＰＴＡ、ＮＰＯ法

人、ボランティア団体、学校、公益法人などです。

＊応募要項は、市ホームページからもダウンロードできます。

協働事業の募集　　　市民活動支援課L224－5705

■提案型協働事業補助金
　市が事業費の一部を補助し、協働によるまちづくりを推進しま

す。

対 象事業…地域のさまざまな課題を解決するために、市民活動団

体等が主体的に取り組む協働事業

補 助金額…補助対象経費の2分の1（20万円を上限）

■協働委託事業
　市が提案する次の5つの協働委託事業を実施する、市民活動団

体等を募集します。

①男女共同参画意識啓発事業（担当課＝男女共同参画課）

　男女共同参画に関するフォーラム・講座の実施、情報紙の編集。

②イーブンライフ in 川越事業（担当課＝男女共同参画課）

　男女共同参画社会の実現を図るために、研修会「イーブンライ

フ」を実施。

③子育て支援事業「つどいの広場」（担当課＝保育課）

　子育て家庭を対象に、親子が気軽に集い交流を図る機会を提供。

④父親育児講座（担当課＝子育て支援課）

　父親が子育てにかかわるために、必要なことを学ぶ。

⑤かわごえエコツアー（担当課＝環境政策課）

　環境への理解を深めるため、市内環境スポット見学などを実施。

対 象団体…組織の運営に関する規約などがある▶予算・決算を適

正に行っている▶1年以上継続して活動している▶委託事業を

的確に遂行できる、市民活動団体等

地域福祉活動補助金がなくなります　福祉推進課L224－5769
　同補助金は、平成22年度から提案型協働事業補助金に統合さ

れるため、新規の募集は行いません。
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都市景観重要建築物等の指定
都市景観課L224－5961

　市では、重要な価値があると認められる建築物等を「都市景観重要建築物等」

に指定しています。3月24日、新たに3件を指定し、合計69件となりました。

市役所
美術館 博物館

川越城本丸御殿
（改修中）
川越城本丸御殿
（改修中）川越城中ノ門堀跡川越城中ノ門堀跡

曙
あけぼの

館
かん

所 在地…小仙波町1丁

目7－6

建築年…昭和4年

　喜多院の東側に位置します。傾斜のある深い

切妻屋根にフランス瓦、2階は白壁、1階は横長

の板を張り合わせた南京下見の壁、縦長窓が付いた洋風住宅です。和風の座敷

と庭園もあります。昭和3年の県道川越日高線拡幅に伴う小仙波・久保町界わ

いの変動期に、モダンな洋風住宅の様式が好んで取り入れられたようです。

1階南京下見の壁1階南京下見の壁

源
げん

氏
じ

家
や

所在地…志多町12－1

建築年…大正13年

　川越夜戦跡で有名な

東明寺の北に位置します。東京柳橋の料亭「二葉」

の主人により、その建築の面影を残す造りで建

てられました。昭和5年から先々代が引き継ぎ「源氏家」として料亭を営んでい

ます。杉皮葺
ぶ

き屋根の特徴的な玄関と寄
よせ

棟
むね

屋根の純和風建築が、料亭のたたず

まいを見せています。

杉皮葺きの屋根杉皮葺きの屋根

三
さん

丑
うし

（相
あい

原
はら

）
所 在地…元町2丁目7－7

建築年…明治18年

　菓子屋横丁の中央に

位置します。寄棟屋根・2階建ての町家造りの

建物です。間口はひときわ大きく、存在感があ

ります。高沢町界わいのとび職・た組親方の住居兼詰め所として建てられ、後

に菓子店「三丑」の製造販売店舗兼住宅や駄菓子の小売店に使用されました。作

業場の屋根には、菓子作りの燃料（コークス）の煙を外に出すための煙出しが今

も残っています。

1階の屋根にある煙出し1階の屋根にある煙出し

sks1220allv3.indd   12 2010/04/06   22:19:46



sks1220allv3.indd   13 2010/04/06   22:19:47



13 広報川越№1220・2010.4.10

日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

● 
給
付（
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報
器
・

電
磁
調
理
器
）

対 

象
…
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報
器
＝
65

歳
以
上
で
、在
宅
の
要
介
護
高
齢
者（
要

介
護
1
〜
5
）ま
た
は
、
一
人
暮
ら
し

の
方
▼
電
磁
調
理
器
＝
在
宅
の
65
歳
以

上
で
、
一
人
暮
ら
し
の
方

費 

用
…
生
計
中
心
者
の
所
得
状
況
に
よ
り

自
己
負
担
有
り

●
貸
与（
電
話
）

対 

象
…
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
平

成
21
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
方

必 

要
書
類
…
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書

の
写
し
な
ど
、
生
計
中
心
者
の
平
成
21

年
分
の
所
得
税
額
を
確
認
で
き
る
書
類

＊
基
本
使
用
料
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

消
防
局
へ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与

対 

象
…
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
（
八
時
間
以
上
一
人
に
な
る
方
を
含

む
）で
、
慢
性
疾
患
に
よ
り
常
時
注
意

を
要
し
、
使
用
で
き
る
電
話
が
あ
る
方

費 

用
…
設
置
工
事
料
は
無
料（
お
お
む
ね

八
時
間
以
上
一
人
に
な
る
方
の
世
帯

で
、
生
計
中
心
者
の
平
成
21
年
分
の
所

得
税
が
課
税
の
場
合
は
、
一
部
自
己
負

担
）

＊
電
話
回
線
の
基
本
料
金
・
通
話
料
金
は

自
己
負
担
で
す
。

＊
申
請
の
翌
月
末
に
設
置
し
ま
す
。

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

　

居
住
地
域
に
よ
り
、
利
用
施
設
を
決
定

し
ま
す（
送
迎
・
給
食
有
り
、
入
浴
無
し
）。

対 

象
…
介
護
保
険
の
対
象
で
な
い
65
歳
以

上
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

費
用
…
一
日
六
百
円

利
用
回
数
…
週
一
回

利 

用
施
設
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
オ
ア

シ
ス
▼
霞
ケ
関
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
▼
西
後
楽
会
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

寝
具
乾
燥（
年
度
内
十
回
ま
で
）

対 

象
…
65
歳
以
上
で
在
宅
の
要
介
護
高
齢

者
等
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
平
成
21
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税

世
帯
の
方

費
用
…
無
料

徘は
い

徊か
い

高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
「
徘
徊
探
知
シ
ス
テ
ム
」
の
利
用
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対 

象
…
65
歳
以
上
の
徘
徊
高
齢
者
を
居
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族

種
類
…
Ｇ
Ｐ
Ｓ
方
式

助 

成
額
…
申
込
料
＝
全
額
▼
機
器
の
月
額

使
用
料
＝
二
分
の
一（
限
度
額
二
千
円
）

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

●
寝
具
丸
洗
い
事
業

●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

● 

貸
し
お
む
つ
（
紙
お
む
つ
の
給
付
事
業

と
の
併
用
不
可
）

障害者福祉課のお知らせ
障害者福祉課L224－5785

O225－3033

●障害サービスの負担軽減
　4月から、障害のある方が利用する次のサ
ービスで、低所得の方は自己負担額（実費負
担分などを除く）が無料になります。
対 象となるサービス
　 障害福祉サービス（介護給付費・訓練等給
付費）、補装具費、日常生活用具費、移動
支援事業、日中一時支援事業、地域活動支
援センター事業

対 象…市町村民税が非課税世帯の障害者・障
害児

●難病患者見舞金の申請
　難病患者の方に、見舞金を支給します。次
の対象に該当する方は、障害者福祉課（本庁
舎1階）で申請してください。平成22年度の
申請は、来年3月31日まで受け付けます。
支給額…年36,000円
対 象…市内に1年以上居住し、難病に係る生
活保護の医療扶助を受けている方、または
申請時が有効期限内である次の受給者証な
どの交付を受けている方

　● 特定疾患医療受給者証（埼玉県発行）
　● 指定疾患医療受給者証（埼玉県発行）
　● 川越市小児慢性特定疾患医療受診券
持 ち物…各医療受給者証・印鑑・本人名義の
預（貯）金通帳

●福祉タクシー利用券
　次の対象に該当し、福祉タクシーを利用し
たい方は、申請が必要です。障害者手帳と印
鑑を持参して、障害者福祉課に申請してくだ
さい。なお、登録申請済みの方は、平成22
年度分の福祉タクシー利用券を送付していま
す。
対 象…身体障害者手帳1級・2級、療育手帳Ⓐ・
A、精神障害者保健福祉手帳1級の交付を
受けている在宅の方
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市
長
部
局

部 

長
等
…
秘
書
広
報
監
＝
植
松
久
生
▼
政

策
財
政
部
長
＝
高
橋
幸
男
▼
総
務
部
長

＝
内
藤
澄
雄
▼
市
民
部
長
＝
尾
崎
利
則

▼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
＝
木
島
宣
之
▼

福
祉
部
長
＝
小
川
倫
勝
▼
環
境
部
長
＝

森
政
一
▼
産
業
観
光
部
長
＝
鈴
木
信
一

▼
都
市
計
画
部
長
＝
山
田
陽
太
郎
▼
同

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
理
事
＝
鹿
ノ

戸
健
次
▼
建
設
部
長
＝
岡
本
茂

副 

部
長
等
…
政
策
財
政
部
参
事
・
行
政
改

革
推
進
課
長
事
務
取
扱
い
＝
横
田
隆
▼

総
務
部
副
部
長
・
契
約
課
長
事
務
取
扱

い
＝
岸
田
政
明
▼
同
部
参
事
・
総
務
課

長
事
務
取
扱
い
＝
福
田
儀
夫
▼
同
部
参

事
・
工
事
検
査
課
長
事
務
取
扱
い
＝
奥

津
孝
雄
▼
市
民
部
参
事
・
男
女
共
同
参

画
課
長
事
務
取
扱
い
＝
渡
邊
久
美
子
▼

同
部
参
事
・
新
斎
場
建
設
準
備
室
長
事

務
取
扱
い
＝
渋
谷
不
二
雄
▼
同
部
参

事
・
市
民
セ
ン
タ
ー
推
進
室
長
事
務
取

扱
い
＝
後
藤
泰
治
▼
同
部
参
事
・
市
民

セ
ン
タ
ー
推
進
室
高
階
出
張
所
長
事
務

取
扱
い
＝
鈴
木
晴
三
▼
同
部
参
事
・
市

民
セ
ン
タ
ー
推
進
室
名
細
出
張
所
長
事

務
取
扱
い
＝
須
永
定
雄
▼
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
副
部
長
・
文
化
振
興
課
長
事
務
取

扱
い
＝
今
井
孝
雄
▼
福
祉
部
副
部
長
・

生
活
福
祉
課
長
事
務
取
扱
い
＝
小
室
義

孝
▼
同
部
参
事
・
介
護
保
険
課
長
事
務

取
扱
い
＝
関
根
水
絵
▼
同
部
参
事
・
保

育
課
長
事
務
取
扱
い
＝
小
谷
野
明
▼
保

健
医
療
部
副
部
長
・
保
健
医
療
推
進
課

長
事
務
取
扱
い
＝
佐
藤
達
次
郎
▼
保
健

所
副
所
長
・
成
人
健
診
課
長
事
務
取
扱

い
＝
丸
山
浩
▼
同
所
参
事
・
保
健
予
防

課
長
事
務
取
扱
い
＝
林
礼
子
▼
環
境
部

参
事
・
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
い
＝

島
田
友
行
▼
産
業
観
光
部
副
部
長
・
商

工
振
興
課
長
事
務
取
扱
い
＝
山
田
一
男

▼
都
市
計
画
部
副
部
長
・
建
築
指
導
課

長
事
務
取
扱
い
＝
赤
沢
賢
▼
同
部
都
市

計
画
担
当
参
事
＝
辻
幸
二
▼
同
部
参

事
・
都
市
計
画
課
長
事
務
取
扱
い
＝
野

原
英
一
▼
同
部
参
事
・
都
市
交
通
政
策

課
長
事
務
取
扱
い
＝
田
宮
修
▼
同
部
参

事
・
高
階
土
地
区
画
整
理
事
務
所
長
事

務
取
扱
い
＝
小
池
均
▼
建
設
部
副
部

長
・
街
路
課
長
事
務
取
扱
い
＝
大
新
井

文
雄

課 

長
等
…
広
報
室
長
＝
吉
田
満
▼
政
策
財

政
部
政
策
企
画
課
総
合
計
画
担
当
副
参

事
＝
大
岡
敦
▼
同
部
市
民
税
課
長
＝
樋

口
嘉
之
▼
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
長

＝
西
島
昭
善
▼
同
部
人
権
推
進
課
長
＝

御
菩
薩
池
和
良
▼
市
民
部
市
民
活
動
支

援
課
長
＝
上
野
正
▼
同
部
広
聴
課
長
＝

杉
山
憲
一
▼
同
部
新
斎
場
建
設
準
備
室

副
参
事
＝
小
久
保
清
志
▼
同
部
市
民
セ

ン
タ
ー
推
進
室
芳
野
出
張
所
長
＝
馬
場

博
▼
同
部
市
民
セ
ン
タ
ー
推
進
室
古
谷

出
張
所
長
＝
安
藤
初
代
▼
同
部
市
民
セ

ン
タ
ー
推
進
室
福
原
出
張
所
長
＝
内
城

俊
英
▼
同
部
市
民
セ
ン
タ
ー
推
進
室
山

田
出
張
所
長
＝
新
井
章
司
▼
同
部
市
民

セ
ン
タ
ー
推
進
室
霞
ケ
関
出
張
所
長
＝

金
子
明
▼
同
部
市
民
セ
ン
タ
ー
推
進
室

霞
ケ
関
北
出
張
所
長
＝
神
田
勉
▼
同
部

市
民
セ
ン
タ
ー
推
進
室
大
東
出
張
所
長

＝
岡
島
博
▼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
＝
落
合
富
士
雄
▼
同
部
美

術
館
長
＝
荻
原
秀
介
▼
同
部
付
副
参
事

（
財
団
法
人
川
越
市
施
設
管
理
公
社
派

遣
）＝
長
澤
正
明
▼
同
部
付
副
参
事（
財

団
法
人
川
越
市
施
設
管
理
公
社
派
遣
）

＝
松
田
裕
二
▼
福
祉
部
福
祉
推
進
課
長

＝
早
川
和
宏
▼
同
部
障
害
者
福
祉
課
長

＝
庭
山
芳
樹
▼
同
部
子
育
て
支
援
課
長

＝
齊
藤
洋
一
▼
同
部
付
副
参
事（
社
会

福
祉
法
人
川
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
）＝
瀬
尾
幸
久
▼
保
健
医
療
部
保
健

所
健
康
づ
く
り
支
援
課
長
＝
佐
藤
健
司

▼
同
部
診
療
所
事
務
局
長
＝
大
河
内
徹

▼
同
部
付
副
参
事（
埼
玉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）＝
長
谷
部
洋

志
▼
環
境
部
環
境
政
策
課
長
＝
奥
富
政

幸
▼
同
部
資
源
循
環
推
進
課
長
＝
益
子

俊
明
▼
同
部
収
集
管
理
課
長
＝
川
野
修

治
▼
同
部
環
境
施
設
課
資
源
化
セ
ン
タ

ー
担
当
副
参
事
＝
田
中
衛
▼
産
業
観
光

部
緊
急
地
域
経
済
対
策
室
長
＝
利
根
川

晃
▼
同
部
農
政
課
長
＝
藤
間
稔
▼
都
市

計
画
部
都
市
景
観
課
長
＝
神
田
豊
▼
同

部
都
市
整
備
課
長
＝
小
谷
野
雅
夫
▼
同

部
建
築
指
導
課
建
築
確
認
担
当
副
参
事

＝
久
保
田
忠
志
▼
同
部
開
発
指
導
課
長

＝
平
野
秋
生
▼
同
部
川
越
駅
西
口
整
備

事
務
所
長
＝
松
岡
弘
樹
▼
建
設
部
建
設

管
理
課
長
＝
小
高
富
雄
▼
同
部
道
路
環

境
整
備
課
長
＝
荷
田
政
明
▼
同
部
道
路

環
境
整
備
課
道
路
管
理
事
務
所
長
＝
沖

田
実
▼
同
部
河
川
課
長
＝
舟
橋
憲
一

上
下
水
道
局

部 

長
…
経
営
管
理
部
長
＝
石
川
正
美
▼
事

業
推
進
部
長
＝
長
峰
忠
夫

副 

部
長
等
…
経
営
管
理
部
副
部
長
・
料
金

課
長
事
務
取
扱
い
＝
盛
田
茂
治
▼
事
業

推
進
部
参
事
・
下
水
工
務
課
長
事
務
取

扱
い
＝
長
沢
幸
夫

課 

長
…
経
営
管
理
部
経
営
総
務
課
長
＝
猪

鼻
時
男
▼
同
部
経
営
企
画
課
長
＝
澤
田

勝
弘
▼
事
業
推
進
部
給
水
課
長
＝
野
村

保
議
会
事
務
局

副
参
事
…
庶
務
課
副
参
事
＝
佐
藤
美
智
子

教
育
委
員
会
部
局

部 

長
…
教
育
総
務
部
長
＝
根
岸
孝
司
▼
学

校
教
育
部
長
＝
𠮷
野
榮
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副 
部
長
等
…
教
育
総
務
部
副
部
長
・
教
育

総
務
課
長
事
務
取
扱
い
＝
宇
津
木
二
郎

▼
学
校
教
育
部
副
部
長
・
教
育
指
導
課

長
事
務
取
扱
い
＝
猪
鼻
幸
正
▼
同
部
参

事
・
学
校
管
理
課
長
事
務
取
扱
い
＝
細

野
千
尋
▼
同
部
参
事
・
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
事
務
取
扱
い
＝
田
中
潔

課 

長
等
…
教
育
総
務
部
教
育
財
務
課
長
＝

小
林
勝
彦
▼
同
部
地
域
教
育
支
援
課
長

＝
芹
沢
雅
一
▼
同
部
文
化
財
保
護
課
長

＝
勝
田
光
彦
▼
同
部
中
央
公
民
館
長
＝

大
嶋
美
紀
夫
▼
同
部
北
公
民
館
長
＝
佐

藤
明（
再
任
用
）▼
同
部
芳
野
公
民
館
長

＝
粕
谷
泰
雄（
再
任
用
）▼
同
部
福
原
公

民
館
長
＝
染
谷
実（
再
任
用
）▼
同
部
大

東
南
公
民
館
長
＝
吉
野
元
博
▼
同
部
霞

ケ
関
公
民
館
長
＝
戸
来
賢
次（
再
任
用
）

▼
同
部
霞
ケ
関
北
公
民
館
長
＝
松
本
武

（
再
任
用
）▼
同
部
川
鶴
公
民
館
長
＝
吉

野
誠
一（
再
任
用
）▼
学
校
教
育
部
学
校

管
理
課
副
参
事
＝
西
島
清
▼
市
立
川
越

高
等
学
校
長
＝
青
木
勇
藤

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長
…
秋
山
正

退
職
者（
部
長
級
）

（
3
月
31
日
付
け
）

総
合
政
策
部
長
＝
西
川
利
雄
▼
総
務
部
長

＝
佐
藤
明
▼
同
部
人
権
推
進
担
当
理
事
＝

真
仁
田
茂
▼
市
民
部
長
＝
清
水
昇
▼
同
部

地
域
活
動
支
援
担
当
理
事
＝
鈴
木
正
幸
▼

福
祉
部
長
＝
吉
野
誠
一
▼
環
境
部
新
清
掃

セ
ン
タ
ー
建
設
担
当
理
事
＝
粕
谷
泰
雄
▼

産
業
観
光
部
長
＝
戸
来
賢
次
▼
都
市
計
画

部
三
駅
周
辺
地
区
整
備
担
当
理
事
＝
中
里

茂
郎
▼
建
設
部
長
＝
染
谷
実
▼
経
営
管
理

部
長
＝
松
本
武
▼
事
業
推
進
部
長
＝
泉
盛

▼
教
育
総
務
部
長
＝
有
山
達
▼
学
校
教
育

部
長
＝
伊
藤
明
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川
越
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
講
座　
　
　
　
　
文
化
振
興
課
L
2
2
4
‐
6
1
5
7

　

市
内
・
近
隣
の
大
学
と
連
携
し
、
各
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
講
座
を
開
講
。
大
学
授
業

レ
ベ
ル
の
講
座
で
、本
格
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過
去
に
は
、ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
・

白し
ら

川か
わ

英ひ
で

樹き

さ
ん
の
特
別
講
演（
東
洋
大
学
）や
、
ア
メ
リ
カ
文
化
再
発
見（
東
京
国
際
大
学
）、

音
楽
と
脳
の
不
思
議
な
関
係
を
学
ぶ
（
東
邦
音
楽
大
学
）、
最
新
技
術
を
使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
実
習（
尚
美
学
園
大
学
）な
ど
を
実
施
。
今
年
度
も
、
順
次
講
座
を
開
講

し
て
い
き
ま
す
。
知
識
習
得
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！　

ま
ず
は
、
東
洋
大
学
か
ら
で
す
。

東洋大学の講座
　テーマは「都市と環
境の共生と持続再生を
めざして」。
日時…5月15日～6月
12日、土曜日、午後2
時～4時　定員…60人
（抽選）　経費…3,000
円　申し込み…4月28
日㈬、午後2時までに
電話で文化振興課

人
事
発
令（
4
月
1
日
付
け
）　  　
消
防
局
総
務
課
L
2
2
2
‐
0
7
4
1

次 
長
等
…
消
防
局
次
長
＝
大
室
俊
夫
▼
川

越
北
消
防
署
長
＝
水
村
光
夫
▼
川
越
中

央
消
防
署
長
＝
小
林
久
雄
▼
川
越
西
消

防
署
長
＝
鈴
木
茂

課 

長
等
…
消
防
局
総
務
課
副
参
事
＝
比
留

間
富
雄
▼
消
防
局
指
揮
統
制
課
長
＝
岸

田
隆
▼
消
防
局
指
揮
統
制
課
副
参
事
＝

岸
康
弘
▼
消
防
局
指
揮
統
制
課
副
参
事

＝
辻
章
一
▼
川
越
北
消
防
署
副
署
長
・

同
消
防
署
警
備
課
長
事
務
取
扱
い
＝
藤

川
茂
▼
川
越
中
央
消
防
署
副
署
長
・
同

消
防
署
警
備
課
長
事
務
取
扱
い
＝
市
ノ

川
信
雄
▼
川
島
消
防
署
副
署
長
・
同
消

防
署
警
備
課
長
事
務
取
扱
い
＝
梶
野
芳

男
▼
川
越
北
消
防
署
消
防
課
長
＝
埜
村

克
視
▼
川
越
中
央
消
防
署
高
階
分
署
長

＝
柳
川
佳
男
▼
川
越
中
央
消
防
署
大
東

分
署
長
＝
勢
〆
健
次
▼
川
越
西
消
防
署

名
細
分
署
長
＝
野
本
勝
▼
川
島
消
防
署

消
防
課
長
＝
山
口
利
男

～ひとくち情報～　ミニ・インフォメーション　～ひとくち情報～
● 固定資産課税台帳等の縦覧・閲覧を行っています　資産税課管理担当L224－5642
　 5月31日㈪まで。期間中は、名寄帳兼課税台帳の写しの交付を受け付けます。
● かわごえ子育てプラン（後期計画）を策定、閲覧を行っています　子育て支援課L224－5821
　 子育て支援課（本庁舎2階）、児童館、総合保健センター、公民館、図書館、市ホームページで見ることができます。
●川越市文化芸術振興計画検討懇話会を開催します　文化振興課L224－6157
　 4月28日㈬、午後2時～。4A会議室（本庁舎4階）。傍聴は先着5人。当日直接会場。
● 布類拠点回収（前期）を実施します　資源循環推進課L239－6267
　 5月9日～6月13日、日曜日、午前9時～正午。回収場所など詳しくは、「家庭ごみの分け方・出し方」をご確認ください。
● 不用品交換情報登録制度を利用しませんか　資源循環推進課L239－6267
　 「譲ります」で、コンビラック・ハイブリット加湿器・ベットなど、「譲ってください」で、液晶テレビ・電子レンジなどが登
録されています。物品の情報は、市ホームページで見ることができます。
● わが街川越が放映されます「平成22年度予算を語る」　広報室L224－5495
　 4月24日㈯・25日㈰、5月1日㈯・2日㈰、午前9時30分～40分。テレビ埼玉（アナログ38ch・デジタル32ch）。
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�
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
川
越
の
歴
史
や
文
化
財

に
興
味
を
持
つ
、
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
農
作
業
を
目
前
に
控
え
た
4
月
。こ
の
時
期
、

秋
の
豊
作
を
祈
っ
た
り
、
夏
に
多
く
な
る
疫
病
な
ど
の
災

い
を
は
ら
っ
た
り
す
る
行
事
が
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
、
今
年
が
本
祭
り
に
あ
た
る
石
原
の
さ

さ
ら
獅
子
舞
。
始
ま
り
は
、
慶け

い

長
ち
ょ
う

十
二
年（
一
六
〇
七
）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、寛か

ん

永え
い

十
一
年（
一
六
三
四
）

に
、若わ

か

狭さ

小お

浜ば
ま

へ
転
封
と
な
っ
た
川
越
城
主
酒さ

か

井い

忠た
だ

勝か
つ

が
、

雌
雄
二
頭
と
舞
人
を
伴
っ
た
こ
と
で
一
時
中
断
。
宝ほ

う

永え
い

六

年（
一
七
〇
九
）に
復
活
し
、現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勇
壮
な
舞
を
演
じ
る
の
は
、
先
獅
子
・
中
獅
子
・
後
獅

子
の
三
頭
と
、
少
年
が
演
じ
る
山
の
神
。
笛
と
竹
製
の
さ

さ
ら
の
音
に
合
わ
せ
た
舞
に
は
、
十
二
の
場
面
が
あ
り
、

小
唄
が
歌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
さ
ら
を
演
奏
す

る
四
人
の
さ
さ
ら
っ
こ

は
、
花
笠
を
か
ぶ
り
、

四
方
を
固
め
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、
17
日
㈯

と
18
日
㈰
の
二
日
間
、

観
音
寺
や
本
応
寺
の
ほ

か
、
ま
ち
を
清
め
な
が

ら
巡
り
ま
す
。
二
日
目

に
舞
を
演
じ
な
が
ら
高

沢
橋
を
渡
る
場
面
が
ハ

イ
ラ
イ
ト
で
す
。

春
分
の
日
の
早
朝
。
同

僚
が
出
場
す
る
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
イ
ス
ス

レ
ッ
ジ
ホ
ッ
ケ
ー
決
勝
を
テ

レ
ビ
観
戦
。
心
の
内
と
部
屋

の
外
、
春
の
嵐
が
音
を
立
て

て
、吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
。

観
戦
後
は
一
変
し
て
、
穏
や

か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、

ぽ
か
ぽ
か
気
持
ち
の
良
い
天

気
に
。
銀
メ
ダ
ル
の
感
激
に

し
ば
し
浸
り
ま
し
た
。

　

春
は
、
進
学
・
就
職
・
退

職
な
ど
を
き
っ
か
け
に
新
し

く
何
か
が
始
ま
る
転
機
の
季

節
。
大
き
な
変
化
は
、
天
気

だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

小
学
校
で
は
一
年
生
が
、
体

よ
り
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
、
元
気
に
登
校
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
ラ
ン
ド

セ
ル
の
黄
色
い
カ
バ
ー
は
、

安
全
運
転
を
再
確
認
す
る
、

き
っ
か
け
の
合
図
で
す
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川
越
歴
史
探
訪

古
き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
知
る

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

石い
し

原わ
ら

の
さ
さ
ら
獅し

子し

舞ま
い

　　　　　　 このコラムでは、川越の農産物や、

旬の食材を紹介していきます。

　南部地域に広がる畑地では、ほうれん草、
小松菜、里芋などの生産が盛んです。
　春は、たまねぎが旬を迎える季節。取れ
たてを出荷する、この時期の「新たまねぎ」

は、みずみずしく、辛みが少ないのが特徴です。薄切りにしてポン酢で食べると、おいし
さが引き立ちます。日持ちがしないので、早めに食べ
切るのがポイント。農家が庭先などでつるしているた
まねぎは、保存用です。高い湿度がとっても苦手なた
め、風通しの良い場所につるされ、出番を待ちます。
　また、春の七草のひとつで、「すずな」とも呼ばれ
る「かぶ」もこの時期に収穫されます。春のかぶ（写真）
は、とても柔らかく、くし切りや輪切りにして、葉も
一緒に浅漬けにすると一層おいしく食べられます。

農政課L224－5939

川越野菜小
江
戸
川
越
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

時と

き

　
薫
る
ま
ち
　
川
越

1

1
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